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図-5　台風1821号による高潮の淀川遡上の数値計算
Fig-5　Storm surge simulation caused by Typhoon 1821
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テーマ1▶河口・沿岸域での土砂動態と地形変化に関する研究
Subject 1 : Sediment Dynamics and Topographic Change in River-mouth 
and Coastal Region

海岸侵食や地形変化、沿岸環境の変化は沿岸域での物質輸送に大きく影
響されています。このテーマでは海岸侵食や沿岸環境の改善、保全を目的と
して、沿岸域（海や河口部）での土砂移動の発生やその時空間特性、沿岸
波浪や流れと土砂移動量、沿岸地形変化との関係について研究を行って
います。現地観測や実験、数値シミュレーションなど多面的なアプローチで現
象の解明と対策の検討に取り組んでいます。砂浜海岸における定期的な
海浜断面地形や汀線位置の測量も実施しています。豊かな沿岸環境の保
全や管理を行うための基礎的な研究です。

テーマ2▶沿岸地形・土砂移動の計測・モニタリング手法に関する研究
Subject 2 : Measurement and Monitoring of Sediment Movement and 
Coastal Morphology

河川や海岸など、水域での土砂移動特性や地形変化を把握するために、
様 な々計測・モニタリング手法の開発・提案を試みています。例えば、UAVを
用いた干潟域での地形変化を効率的かつ詳細に計測する方法の検討や、
超音波を用いた新たな土砂輸送量計測手法の開発、画像解析を用いた簡
易的な粒度情報の取得方法の検討などを行っています。

テーマ3▶沿岸・河口域の防災に関する研究
Subject 3 : Coastal Disaster Mitigation

沿岸域で発生する様 な々災害に関して、数値計算や現地調査、それらのデ
ータ解析を行い、発生原因の解明や現象の把握を行います、例えば、台風
による大雨に伴う河川洪水、暴風に伴う高波・高潮に対して数値計算や観
測結果を用いて発生メカニズムの解明や脆弱性の評価を行っています。ま
た，これらの災害が同時発生する場合も考慮して、大気、海、河川を一体とし
て考えることが可能なモデルの開発を行っています。

土木工学の中でも海岸工学の立場から、沿岸域における環境や防災に関する研究を行っています。現地観測やデータ解析、数値シミュレーシ
ョンなど様 な々手法を用いて、問題解決や現象の解明に取り組み、われわれの生活、社会に役立てることのできる研究成果を生み出したいと考
えています。

図-1　干潟の地形変化
Fig-1　Topographic change of tidal flat

図-2　干潟断面地形の空間分布
Fig-2　Spatial distribution of cross-sectional profile of tidal flat

図-3　画像解析による粒度分布解析
Fig-3　Image analysis for grain
           size distribution 

図-4　UAVによる地形計測結果
　　　の精度検証
Fig-4　Accuracy verification of
           topographic survey by UAV
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写真１　降雨時の畑地の様子

写真３　豊川源流域（宇連川）

写真２　梅田川

農耕地からは、肥料に由来する窒素・リンや農薬等が流出しており、湖沼や

内湾等の閉鎖性水域の流入負荷に占める比率が高いと考えられています。

特に、降雨時には、多量の汚染物質が流出しています。降雨時の流出をタ

ーゲットとして、農耕地からの汚染物質の流出負荷量や流出の特性を把握・

評価するとともに負荷量削減対策を考えます。

テーマ1▶農耕地からの汚染物質の流出解析
Theme1：Runoff analysis of contaminants from agricultural fields

三河湾東奥部（渥美湾）は、慢性的な富栄養化が進行しており、アサリの

稚魚の大量死などの漁業被害が報告されています。原因とされるのは陸域

からの過剰な栄養塩の供給とされていますが、その実態はまだまだ不明な

点があります。豊川に次いで大きな河川である梅田川を調査対象として、流

域の汚濁特性を把握するとともに、汚濁負荷削減対策について考えます。

テーマ2▶梅田川の水質形成に関する研究
Theme2：Study on water quality of Umeda river

2013年10月に締結される『水銀条約』により注目されている“水銀”に関

して、国内での環境中の水銀動態については依然不明な点が多いとされ

ています。東三河地域の主要な水源である豊川源流域を調査対象として、

森林流域における水銀の動態に関する研究を行い、水銀リスクについて

考えます。

テーマ3▶森林流域における水銀の動態に関する研究
Theme3：Study on water quality of Ure river


